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11・12 月 公民館及び地区他行

 

12月 1日（金） 
 

11月 26 日（日）午前 9 時～ 
 
 

寒さも身にしみる日々です。早いもので、今年も残り少なくなりました。 

皆様新しい年を迎える準備で何かとご多用の事と存じます。又、21 日からの寒波で大雪にな

り、23日(土)は早朝から除雪車が来るまで交通マヒになり大変でした。 

風邪・インフルエンザも流行しています、体調管理は大丈夫でしょうか？ 

十分にご自愛下さい。 

本年も公民館活動にご理解、ご協力ありがとうございました。来年も皆様に気軽に参加出来る

教室を行ないますので参加お願い致します。 

健やかなる新年をお迎えになられますように、心よりお祈り申し上げます。 

三尾地区敬老会 ふれあいのつどい 

フラダンス教室ご苦労様会 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
出
来
な
か
っ
た
４
年

ぶ
り
の
敬
老
会
。
大
庭
公
民
館
よ
り

オ
カ
リ
ナ
演
奏
に
来
て
頂
き
、
婦
人

会
・
青
推
協
・
子
ど
も
会
・
プ
ル
メ

リ
ア
・
メ
ア
リ
ー
・
大
艸
さ
ん
・
や

ま
ざ
く
ら
の
皆
さ
ん
に
参
加
頂
き

賑
や
か
に
開
催
出
来
ま
し
た
。 

橋
本
巡
査
よ
り
、
特
殊
詐
欺
に
注

意
！
と
の
説
明
頂
き
ま
し
た
。 

三尾につくして頂いたお年寄りを敬愛し、長寿を祝う為、皆さん

に披露して頂きました。ありがとうございました。 

小
さ
な
お
友
達
も
、
お
姉
さ
ん
も

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。 



  
 

            

  
   

  

  

  

  
      
 
 
 
 
 
 
  

   
 
 
 
  
 
 
 

 

 
  

 

 

  
 
 
 
 

令和 5年 12月公民館・地区・他活動（予定含） 

隔週火曜日 いきいき百歳体操（すこやかクラブ） 

随時 やまざくら ふれあいサロン 

1 日  (金)  フラダンス教室慰労会 

10 日 (日)  子ども会クリスマス会  

20 日 (水)   メディカルヨガ教室 

22 日 (金)  小中学校 ２学期終業式 

29.30 日   消防年末特別警戒 

令和 6年 1月公民館・地区・他活動（予定） 

毎週火曜日 いきいき百歳体操（すこやかクラブ） 

随時 やまざくら  ふれあいサロン  

2 日  (火)  お日待ち 

4 日  (木)  公民館 新春書初め大会 

7 日  (日)  とんど焼き 

7 日  (日)  新温泉町二十歳のつどい 

9 日  (火)  小中学校 3 学期始業式 

14 日 (日)  数珠繰り・念仏講（午後） 

21 日 (日)   青推協 卓球大会（午前 9：00～） 

28 日 (日)  宮ごもり 

12月 20 日（水）午後 7：30～ 
 

令和 6 年 1 月 4 日(木)午前 9 時～ 

毎年恒例の新春書初め大会を脇本先生に御指

導頂き行ないます。年初めから精神統一しませ

んか。 

12月 10 日（日） 
 
子ども会クリスマス会 

三尾地区公民館よりお知らせ 

メディカルヨガ教室 

フラダンス教室ご苦労様会 

 

12月 23 日（土） 

事
前
連
絡
が
遅
く
な
り
当
日
放
送
し
ま
し
た

が
、
や
は
り
少
な
く
実
施
し
ま
し
た
。
１
・
２
月

は
雪
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
３
月
に
実
施
し

ま
す
の
で
、
参
加
お
願
い
致
し
ま
す
。 

年
末
に
三
尾
だ
け
の
大
雪
！ 

前
日
か
ら
ド
ン
ド
ン
積
り
朝
に
は
約
３
０
セ

ン
チ
位
の
積
雪
で
し
た
が
、
通
勤
時
間
帯
に

除
雪
は
間
に
合
わ
な
く
、
パ
ニ
ッ
ク
に
！ 

も
っ
と
早
く
来
て
欲
し
い
。 

ス
ノ
ー
ド
ー
ム
を
作
っ
た
り
、
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
、
最
後
は
ケ
ー
キ
を
食

べ
一
年
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

 

ゲ
ー
ム
し
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
し
た
り
と

一
年
間
を
忘
れ
て
、
楽
し
み
ま
し
た
。 

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
会
。 

会
長
自
ら
サ
ン
タ
さ
ん
に
な
り
会
員
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
！ 
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 ▶︎二十四節気：冬至 とうじ 12月22日～1月5日頃　

❄

 12月22日～12月25日頃　乃東生(なつかれくさしょうず)
　　夏になると枯れてしまう靭草（うつぼぐさ）の芽が出る頃。

❄

 12月26日～12月30日頃　麋角解（さわしかのつのおつる）
　　一年に一度生え変わる、オス鹿の角が落ちる頃。

❄

 12月31日～1月4日頃　雪下出麦（ゆきわたりてむぎのびる）
　　降り積もった雪の下で、麦が芽を出しはじめる頃。

一年でもっとも昼が短く、夜が長い。南瓜を食べ柚子湯に浸かり無病息災を願います。

❄

 1月5日～1月9日頃　芹乃栄（せりすなわちさかう）
　　必ず最初に見つかる春の七草。名の由来は、“競り合う”ように育つことから。

❄

 1月10日～1月14日頃　水泉動（しみずあたたかをふくむ）
　　地中で凍った泉の水が溶け、動き始める頃。少しずつ春に向かっている。

❄

 1月15日～1月19日頃　雉始雊（きじはじめてなく）
　　「ケーンケーン」と雉の雄の求愛の声が聞こえ始める。雉は地震の予兆を察知するらしい。

 ▶︎二十四節気：小寒 しょうかん 1月６日～1月19日頃
更に寒さが厳しくなる。小寒から節分までの三十日間のことを「寒の内」と言う。

▶︎ 1２月13日(金)～赤崎しめ縄作り

　赤崎のしめ縄作りの季節になりました。お宮のお飾り、各家のお飾り、そして赤崎地区公民館のお飾りも作ってくださり、飾り付
けも行ってくださいます。例年この日は寒く、吹雪の年もありましたが、今年は穏やかなお天気でした。お飾りは13日頃から数日か
けて作ります。この10日後、クリスマス寒波となりました。今年はコロナ禍も落ち着き、都会に暮らす家族や親類が、心置きなく帰
省出来るようになりました。帰省に支障のない穏やかなお天気となりますように祈ります。皆様良いお年をお迎えください。

　年末なので、私のライフワークのお話を少しお伝えしようと思います。2019年から田井の寺の奥の畑で苧麻（ちょま・からむし）
と言う大麻とは異なる麻の植物を栽培しています。苧麻は町内外あちこちの道端にたくさん繁殖しており、草刈機に絡みつく強靭な
繊維を持つ「草刈り人泣かせ」の植物です。繁殖力が強く畑から栽培逸出し道端に生えている苧麻の中でも、性質の良い苧麻の群生
地を見つけ、毎年採取を行なっていました。しかし各地で観光地化が進み、景観美化のため生育中に刈り取られるようになり、年々
消えて行くので、この根を持ち帰り畑に植える事にしました。5年目の今年初めて田井で育った苧麻で糸を作り、布に織り、柿渋で染
色して暖簾に仕立てました。「ここにあるもので、モノ作りをする」というのが、故郷に帰ってからの最大のテーマでしたが、30年
近くかかってようやく辿り着けたと言うことです。平田オリザ氏が、ある講演の中で「鶴の恩返し」なんて今の人は知らないし、と
言われてましたが「そうでもないかも」という気持ちをバネに、来年は手織りの体験などの計画を立ててみようかと考えています。

▶︎ 「ここにあるものでモノ作り」　苧麻栽培・糸作り・手織り
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▶︎ 土砂災害の発生危険度　ー「どこ」はハザードマップでー
 防災 特別寄稿：田中茂信 「ふるさとの防災について考える」 第3回

図2 赤崎地区4集落の土砂災害警戒区域指定状況　兵庫県CGハザードマップより

　地球温暖化により、これまで以上に極端な大雨が懸念されています。最近の大雨を基準に考えるのではなく、地球温暖化が起こる前
に起こった豪雨より酷い大雨を想定する必要があります。先月号で書きましたように大雨の時には生死に関わるようなものすごい現象
が起きます。山の斜面が崩れることは地震でも起こることがありますが、多くは大雨が原因です。大雨で引き起こされる土砂災害の発
生について見てみたいと思います。

　令和４年には、４２の道府県で７９５件の土砂災害（土石流、地すべり、崖崩れ）が発生しています。発生件数の記録を見ると西日
本豪雨の平成30年、台風23号で円山川や由良川が大きな被害となった平成16年には昨年の3倍から4倍の土砂災害が起きていることが
わかります(図１)。アメダス温泉観測所(1976年以降)の年最大日雨量の記録は平成2年238mm、令和5年231.5mm、平成29年
209mm、平成16年208mmとなっており、全国の状況とは必ずしも一致しないようです。

　土砂災害の危険度を考えるには「どこ」と「い
つ」が重要です。「どこ」についてはハザードマ
ップにより知ることができます。図2は兵庫県が
作成している土砂災害警戒区域を示した地図から
本公民館の4集落について示したものです。人家
のあるところはほぼ全て土砂災害警戒区域に指定
されています。4集落外に親類縁者がいてその指
定状況を知りたい場合や通勤経路など気になる場
合は下の＜参考文献・関連情報＞

▪

図２兵庫県
CGハザードマップ　土砂災害警戒区域図 のリン
クで調べてみてください。

　「土砂災害警戒区域」は、土砂災害防止法に基づいて、土砂災害が発生した場合に住民等の生命又は身体に危害が生ずるおそれがあ
ると認められる土地の区域で、土砂災害から人命を保全するため、市町村に警戒避難体制の整備を義務付けること等を目的として指定
しているものです。土砂災害警戒区域内に居住していることがわかっても、「いつ」避難するのかという情報が必要です。災害発生の
危険度のものさしとして、降った雨がどの程度地中に貯まっているのかが重要になります。降雨があると徐々に河川の水嵩が増えま
す。でもそれは降った雨の一部です。残りは地中に貯まると考え、この状況をタンクモデルで計算します。河川に流れ出る水は洪水氾
濫などに関係し、地中に貯まる水は土砂災害の危険度を測るものさし(土壌雨量指数)となります。雨は長い時間かけて降る場合、さきに
降った雨の一部は地中から流れ出ていますので、雨の強さと降雨期間が地中に貯まる水の量を左右します。この状況を穴の開いた3段の
タンクで表現しています(図3)。横軸に土壌雨量指数と縦軸に60分雨量をとり、両者の値をつないだスネークライン(形が蛇のように見
えることに由来)が、土砂災害警戒情報発表基準線(CL)を越えるかどうかで土砂災害発生の危険度が監視されています(図4)。

＜参考文献・関連情報＞

▪

図１土砂災害発生件数の推移
https://www.mlit.go.jp/report/press/sabo02_hh_000138.html

▪

図２兵庫県CGハザードマップ　土砂災害警戒区域図 
http://www.hazardmap.pref.hyogo.jp/hyogo/hazmapap/top/select.asp?dtp=19#

図1 土砂災害発生件数の推移(S57~R4)
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　今月号では、土砂災害発生の「どこ」と「いつ」
に関する情報を紹介しました。土砂災害警戒情報は
これまでの経験から作成されていますが、必ずしも
常に十分な精度があるわけではありません。都道府
県、地方気象台等が協力して土砂災害警戒情報と災
害発生の関係等を調査し、毎年検証することとされ
ており、CL(基準)見直しに活用されます。

　土砂災害はそう頻繁に起こる事象ではありません
が、万が一起こると、命に関わる非常に危険な災害
です。これまでに経験したことのない大雨の時には
早め早めに対処する必要があります。自分や家族、
近隣の人々、離れて暮らす大切な人のために、日頃
から安全について、今一度考え、備えておきましょ
う。「備えあれば憂いなし」です。

▪

図５土砂キキクルの色と住民の行動、避難情報の関係
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/doshakeikai.html#b

▪

土砂キキクルのURL（リアルタイム危険度分布地図）
https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#zoom:5/colordepth:normal/elements:land/
lat:35.191767/lon:134.011230

＜参考文献・関連情報＞

▪

図３雨が土壌中にたまっていく様子とタンクモデルとの対応
https://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/sabo/dsk_kizyun_kensho_r0503.pdf

▪

図４土砂災害の警戒を呼びかける段階的な情報発表
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/minkan/koushu130524/shiryou2.pdf

▶︎ 土砂災害の発生危険度　ー「いつ」は土砂キキクルでー
 防災 特別寄稿：田中茂信 「ふるさとの防災について考える」 第3回

図5　土砂キキクルの色と住民の行動、避難情報の関係

図3　雨が土壌中にたまっていく様子とタンクモデルとの対応

図4　土砂災害の警戒を呼びかける段階的な情報発表

 「土砂災害警戒情報」は、大雨による土砂災害発生の危険度
が高まったときに、警戒レベル4相当情報として、市町村長に
よる避難指示などの災害応急対応や住民による自主避難が適時
適切に行われるよう支援することを目的として、都道府県と気
象台が共同で発表する防災情報です。予測降雨もしくは実績降
雨により土砂災害警戒基準を超えた（土砂災害の危険度が高ま
った）エリアがある市町村に対して発表されます。土砂災害警
戒情報が発表された市町村内で危険度が高まっている詳細な領
域は土砂キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布、以降
単に土砂キキクル）で確認できます。

　土砂キキクルは、大雨による土砂災害発生の危険度の高まり
を、地図上で１km四方の領域ごとに５段階に色分けして示す
情報です。常時10分毎に更新しており、大雨警報（土砂災
害）や土砂災害警戒情報等が発表されたときには、土砂キキク
ルにより、どこで危険度が高まっているかを把握することがで
きます。「災害切迫」（黒）が出現した場合、土砂災害警戒区
域等では、命に危険が及ぶような土砂災害が切迫しているか、
すでに発生している可能性が高い状況となります。このため、
避難にかかる時間を考慮して、土壌雨量指数等の２時間先まで
の予測値を用いて「危険」（紫）、「警戒」（赤）、「注意」
（黄）、「今後の情報等に留意」（無色）の危険度を表示して
います。土砂災害警戒区域等にお住まいの方々は、可能な限り
早めの避難を心がけていただき、高齢者等の方は遅くとも「警
戒」（赤：警報基準に達すると予想）が出現した時点で、一般
の方は遅くとも「危険」（紫：土砂災害警戒情報基準に達する
と予想）が出現した時点で、速やかに危険な場所からの避難を
開始することが重要です。（図５）

▶︎次回は「大雨と土砂災害」について◀

筆者紹介：田井　田中茂信  (詳細は１0月号をご覧ください)
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赤崎地区公民館へのお問い合わせ
〠669-6714 兵庫県美方郡新温泉町赤崎631番地  
☎(0796)82-3678　公民館長　二階堂 寿江(にかいどうとしえ）

FAX       ( 0796 )82 -5563
電話(携帯)  090 8233 0843 
Mail toshienikaido@icloud.com
メールアドレスQRコード➡

赤崎地区公民館HP　http : / /akasak i . s t r i k ing ly .com/

R05年（2023年）12月28日(第４木曜日)発行　　赤崎地区公民館だより　第05-09号 4P

▼移動図書館　第4水曜
　和田　14:25~14:40　赤崎　14:50~15:05
　田井　15:50~16:05　指杭　16:10~16:25

素材の源流を辿る
『渡し舟ーからむしの営み』展

2023年11月3日（金）ー 2024年1月28日（日）
時間｜ 11:00―21:00

会場｜無印良品 銀座 6F ATELIER MUJI GINZA Gallery

           日                     月                     火                     水                     木                     金                     土



 12月前半は20℃近い気温の日もありましたが､17日の夜半から

　【寒い冬、山里の生き物はどうしてる？】
 12月16日(土)､今年最後になる公民館行事 久斗山

自然教室｢冬の山里生き物観察会｣を開催しました｡体調

不良や他の行事と重なり､参加者は7人(子ども5､大人2）

と少なめでした｡9時に開会､まずは大杉神社に行きまし

た｡この時期､ヤマビルは越冬しているので安心です｡

ケヤキの樹皮下に隠れているカメムシやクモなどを

探しました｡その後､村の上を散策しながら､木の実を

見つけたり､ササの葉で笹舟を作ったり、ススキ飛ばし競争

をしたり｡村外れの配電盤の中には､今年も何十匹ものテントウ

ムシが集団越冬していました｡帰路､水路に無数のハリガネムシ

がうごめいて､ちょっと気持ち悪くなりました｡公民館に帰って

きて､イタドリの枯れた茎で笛を作りました｡茎の太さや長さの違い

で音色が変り､音階の違う茎を3～4本並べて輪ゴムで束ねると､

ちょっとした民族楽器､パンフルートができます｡みんなそれぞれ

手作りの笛が完成すると､鳴らして楽しみました｡最後に､ささや

かなクリスマスパーティーをして､今年一年を締めくくりました。

【ご挨拶】

比較的穏やかな年だったと思います｡今年の干支が“兎”だったからかな？ それなら来年は“龍”勢いはあるけど少し恐い･･･

新型コロナが5類に引き下げになり､規制緩和で観光業なども以前に戻りつつあり､スポーツ界もＷＢＣ優勝や大谷翔平の活躍､

さらに阪神が38年ぶりに日本一になるなど､明るい話題が多かったです｡しかし､夏は記録的猛暑となり､秋になっても涼しく

ならず､お盆の15日には台風7号が兵庫県を直撃し､但馬各地で被害が出ました｡当地では幸いにも大きな被害もなく､今年一年

令和5年も残りわずかとなりました。月日の流れは速く､あっという間の一年でした。広く世間に目をやると､

令和5年

12月号
27日発行

久斗山地区公民館

久斗山地区公民館だより

【暖冬が一転､10年に1度の寒波襲来！】
雪になり､朝は今シーズン初の10㎝の積雪になりました｡雪は日中も降り続き､午後は20㎝､夕方には30㎝近くも積りました。

21日から再び最強寒波が来て､23日の朝は50㎝からの積雪でした｡寒波もこれで一休み､年末年始は気温が上がるそうです。

 来年もまた､久斗山の自然の中で元気に遊びましょう！

今シーズン初の積雪で除雪車も初出動となる（2023年12月17日）。

大杉神社から久斗山の家々を見下ろす

完成したパンフルートを吹いてみる。

村の上、県道沿いを散策



【大杉神社しめ縄つくり】 【大庭財産区亀谷 間伐事業の現地視察】
 12月17日(日)､朝から  12月2日(土)､大庭地区財産区の

大杉神社の大しめ縄を 持山である藤尾の亀谷の間伐現場

作りました。すこやか を､各集落の役員で視察しました｡

クラブの皆さんと､今年 14haの山林を北但西部森林組合

は子ども会も参加しま が重機を入れて林道を付けたり、

した｡持ち寄った稲藁を 間伐して木材を搬出しており､来年の夏いっぱい作業にかかるそうです｡

それぞれの部位に分かれ 【イモジ農道コンクリート舗装工事】
て作ります｡一番大変な  12月4日(月)､多面的機能保全の

のはしめ縄の撚り合わ 事業による農道イモジ線舗装工事

せでした。子ども達も において､生コンの打設が行なわ

最初は邪魔にならない れました｡今回の施工延長は35ｍ

ように見ていましたが､ です｡数日後には通行できるよう

になりました｡少しづつですが､この事業で農道の舗装を進めています｡

【熊谷峠の県道 冬期通行止め】
 12月初めより来年の3月末までの期間､県道549号線の熊谷峠（町道

19号線分岐～熊谷善住寺上の間）

が通行止めです｡除雪はしません。

雪が溶け､車が通れそうな場合も

落石や倒木があって危険なので､

通行は極力ひかえて下さい｡

○令和6年　1月の行事

元旦　初詣

とんど焼き（6:00～　）、おひまち（19:00～　）

久斗山自然教室「雪像づくり、雪遊び」（久斗山地区公民館　9:00～12:00）

「鳴滝目指してかんじきハイキング」（9:00～15:00　上山高原エコミュージアム）

じゅずくり（13:00～　）

☆久斗山地区公民館　【お問い合わせ・連絡先】　新温泉町久斗山628　山本一幸　（℡0796-85-0118）

1日（月） 

7日（日） 

13日（土） 

14日（日） 

16日（火）
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。
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。
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身
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光
沢
の
あ
る
薄

い
生
地
の
灰
色
の
衣
服
を
ま
と
い
、
束
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し
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い

ま
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。
顔
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大
き
く
、
瞳
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青
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輝
き
、
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ま
す
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。

「
お
ま
え
は
地
上
か
ら
落
ち
て
き
た

の
か
？
た
ま
に
そ
ん
な
ヤ
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が
お
る

わ
。
こ
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こ
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地
底
の
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、
わ
し
ら
の
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先
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き
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長
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こ
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き

た
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も
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い
か
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く
く
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女
は
そ
う
言
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「
地
上
の
人
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、
こ
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は
地
底
の
生

き
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楽
園
じ
ゃ
。
お
ま
え
様
が
こ
の

世
界
の
秩
序
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乱
す
こ
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な
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こ
こ

で
暮
ら
し
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い
く
な
ら
住
処
を
与
え
、

生
き
る
術
を
教
え
よ
う
。
し
か
し
、
地

上
を
焦
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れ
、
帰
る
こ
と
に
足
掻
く
よ
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な
ら
、
こ
の
場
で
命
を
奪
う
が
、
い

か
が
い
た
す
？
」

こ
の
世
界
に
来
た
ば
か
り
の
与
一

に
、
い
き
な
り
そ
う
問
わ
れ
て
も
困
惑

す
る
ば
か
り
で
す
が
、
命
が
奪
わ
れ
る

と
あ
っ
て
は
大
人
し
く
こ
こ
に
住
む

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
与
一
は
こ
こ
の
住

人
に
な
る
こ
と
を
願
い
出
て
、
茸
の
家

を
あ
て
が
わ
れ
ま
し
た
。
（
つ
づ
く
）

サルトリイバラの実

冬枯れの山辺に赤い実が目立つ

みんなで力を合わせて大しめ縄をよじる

子供らも“藁ない”を体験

半紙で四手を作るのを

手伝ったり、藁ないを

体験して､｢めがね｣の

しめ縄を作りました｡

近年は藁が入手しにく

く家でしめ縄を作るこ

とはほとんど無いので良い体験になりました｡完成した大しめ

縄は大杉神社の鳥居に架け替えました｡新しい年が迎えれます｡



 
 
 
 
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・子育てクリスマス会 

月号 

KUTOTIKUKOUMINKAN KUTOTIKUKOUMINKAN KUTOTIKUKOUMINKAN KUTOTIKUKOUMINKAN KUTOTIKUKOUMINKAN KUTOTIKUKOUMINKAN KUTOTIKUKOUMINKAN KUTOTIKUKOUMINKAN KUTOTIKUKOUMINKAN KUTOTIKUKOUMINKAN KUTOTIKUKOUMINKAN KUTOTIKUKOUMINKAN

        

 

 

久斗地区公民館だより 
令和５年 

１２ 

東小「しめ縄 教室」 

師 走 

ストレッチ教室 

浜坂東小学校で 12 月 12 日（火）に地域の方々が、「しめ縄教室」用にワラを半日かけて削いで打って

準備をしてくださいました。13 日（水）に、そのワラを使って 3 年生から 6 年生の児童 22 名が、しめ

縄作りを体験しました。講師は地域の方々で、伝統的な「わら綯い」を児童たちに丁寧に伝授していただ

きました。今年が初挑戦だった 3 年生は、最初のうちは要領を得ず苦戦していましたが、だんだん上手に

できるようになり次々とたくさんのしめ縄を作ることが出来ました。このように、地域の方々から伝統を

受け継ぐことはとても大切な事だと感じました。ご協力くださった皆様に感謝いたします。 

 

今年は 12 月に入っても暖かな日が続いていましたが、一転して先週

は寒波が襲来し寒くなりました。長期予報では、エルニーニョ現象が続

くことから暖冬になりやすく年末年始は暖かいと言われていますが、今

後はどのような冬になるのか気になるところです。 

さて、早いもので今年も残りわずかとなりました。師走というだけで

なんだかソワソワして落ち着きません、あれこれやり残していることが

多いからでしょうか。これから寒さが益々厳しくなります、体調管理に

は十分気を付けて穏やかな新年が迎えられますようお過ごしください。 

 

12 月 23 日（土）幼児親子を

中心に、諸寄基幹集落センターで

「子育てクリスマス会」を開催し

ました。クリスマスに因んだ歌を

歌ったり、いずみ会の皆さんが準

備してくださったツリードーナツ

やチキンナゲットなどをいただき

楽しみました。また、途中現れた

サンタさんからプレゼントもあり

大変盛り上がりました。この「子

育てひろば」は仲間づくりや情報

交換の場として多くの親子に利用

していただければうれしいです。 

12 月 4 日（月）に久谷民族芸能伝

承館で開催しました。多くの方々が参

加してくださり、無理なく徐々に体を

ほぐし、軽やかに動ける体を維持でき

るよう頑張りました。なお、この教室

は対田、久谷地区で開催していますの

で気軽にご参加ください。 



お 願 い 

公民館事業では公民館だよりやフ

ェイスブックに掲載する写真を撮影

させていただきます。参加者の皆様の

ご協力とご理解をお願いいたします。 

 

身近な場所を散策しながら、野草を観察し春の七草などを採取します。採取した野

草を使って「七草おにぎり」や「七草茶」を作って味わいます。 

日 時 1 月 7 日（日）10：00～12：00 参加料 200 円 

場 所 アトリエあとな周辺（対田 283） 講 師 濱田昭文（自然観察指導員） 

持 物 野草採取用のハサミと袋 その他 悪天候や積雪が多い場合は中止します。 

 

初心者の方でも作れるように予めカットした布を

使用し、ちりめん細工「椿袋」を作ります。 

日 時 1 月 18 日（木）10：00～11：30 

場 所 アトリエあとな（対田 283-1） 

講 師 浜田直子 材料代 お問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

今年は 12 月 22 日が冬至でした。冬至には、寒さを乗りきるために栄養価

の高いかぼちゃを食べ、柚子湯に浸かる風習が一般的ですが、「冬至の七草」を

食べるというのもあります。七草と言えば「春の七草」を思い浮かべますが、

「冬至の七草」は、なんきん（かぼちゃ）、にんじん、れんこん、ぎんなん、き

んかん、かんてん、うんどん（うどん）をいいます。どの食材にも「ん」が二

つ付いていて、これらの「ん（運）」がつく食べ物を冬至の日に食べると運がつ

く、風邪をひかない、出世すると言われています。「春の七草」と同様に、厄を

払い健康を願う気持ちから生まれた風習のようです。食材名や料理名の響きか

ら縁起を担ぐのは、どこかおせち料理にも共通しているように思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お 話 レ ス ト ラ ン 

冬 至 の 七 草 

◇ストレッチ教室（対田） 

〒669-6728 新温泉町対田 283-1（浜田）TEL/FAX 0796-82-2962 

e-mail：kuto_tiku@yahoo.co.jp     久斗地区公民館  

 

◇ キ ッ ズ 体 操 

久斗地区公民館連絡先 

◆ちりめん細工教室 

リラックスしながら無理のないよう徐々に体をほ

ぐし、軽やかに動ける体を目指しましょう。 

日 時 1 月 15 日（月）9：00～10：00 

場 所 対田公会堂 

講 師 阿瀨宏太（柔道整復師） 

 

12 月 21 日（木）、今年最後の「お話レストラン」が浜坂東小学校で開催

されました。ボランティアで語り手を引き受けてくださっている地域の方々

が、学年毎に絵本を基に読み聞かせをします。児童が興味を持ちそうなもの

や季節を題材にした内容のものなどをボランティア各自が丁寧に選んでいま

す。朝一番の絵本の読み聞かせは心を落ち着かせ、穏やかに一日を過ごせる

という効果が期待できるようです。 

この活動は 10 年以上続いており、児童と地域の方々がふれあう大切な場

所にもなっています。今後もこの活動が続き、良い想い出の一つとして児童

の心に残ることを願っています。 

 

◆季節を楽しむ会・・・・・・・・・・・・・・ 

就学前の子どもを対象に、運動用具を使い遊び感

覚で幼児期に必要な運動能力を身につけます。 

日 時 1 月 13 日（土）10：00～11：00 

場 所 浜坂東小学校体育館・ミーティングルーム 

講 師 竹田紗和子 対 象 親子  

 

 



　　　おおば地区

　　　公民館だより
　　　　　　　　　　　　　　　令和５年１２月号

　　　　　　　　　　今年も後　数日で終わります
　　　　今年も後、数日で終わります。この「公民館だより１２月号」を作成している２４日（日）は、大変寒く
　　　て、雪も１５ｃｍ程積もっています。でもこの「公民館だより１２月号」が皆様のもとに届く頃（年末）に
　　　は、天候は少し穏やかになる様です。
　　　　今年の５月、コロナ感染症が５類に移行され、生活の全てがコロナ前と同じ様になったと思います。
　　　公民館活動も今年は順調に進み、１１月２４日（土）～２５日（日）には、４年振りに大庭地区文化祭、
　　　１１月２９日（水）には、５年振りに町外研修（倉敷美観地区）も開催することが出来ました。
　　　　年末年始でいろいろとお忙しいことと思いますが、体調管理をしっかりして、楽しくて、気持ちの良い
　　　お正月を迎えましょう。

　　　写真はこの度
　　　の寒波での雪

　 　　　そして、穴見の
　　　海岸の様子で
　　　す。
　（本当に寒かった）

　　　　　　　 　　 　公民館長　　　小谷 明

　　　　　　１１月２４日（土）～２５日（日）　大庭地区文化祭を開催
　　　　令和元年１１月に大庭地区文化祭を開催した後、コロナ感染症が日本中に蔓延してあらゆる事業
　　　が、自粛、自粛に追い込まれました。やっと今年になってコロナ感染症が収まり事業が開催出来る

　　　様になりました。
　　　　１１月２４日（土）～２５日（日）に４年振りに地区文化祭を開催しました。４年振りの為、出品作品が
　　　集まるか？と心配しましたが皆様の協力のおかげで無事に開催出来ました。

　　　　１１月２５日（日）には　カラオケ発表会を文化祭会場で開催
　　　しました。　大庭地区公民館事業のカラオケ教室の方々と宇都野
　　　学園から５名の友情出演、諸寄の山吹会の皆様の傘踊り、銭太鼓
　　　そして、ピアノ演奏ありの本当に楽しいひと時を過ごしました。
　　　　大変、寒かったが皆様の熱意で大変盛り上がりました。

　　　一部過去の写真です



　　　　　　１１月２９日（水）　第４回　町外研修（倉敷美観地区）へいきました

　　　１１月２９日（水）、第４回町外研修（倉敷美観地区）へ行きました。　参加者１８人で午前７時３０に
　　浜坂役場を出発して、鳥取経由で一路倉敷美観地区へと向かいました。旅の始まりは車内でも少し
　　静かでしたが、時間がたつにつれ隣の方との会話が弾んできました。
　　　倉敷までの、３時間はすごく短い
　　感じがしました。

　　　倉敷到着は、１１時過ぎ、すぐ
　　昼食（名物のタコ飯セット）
　　少し残念な感じではありましたが
　　観光地なので仕方なし。
　　　１２時半ごろ　大原美術館へ
　　まず、記念写真（集合写真）を
　　取り、その後３時頃まで自由
　　行動。
　　大原美術館ではエル・グレコの
　　「受胎告知」、モネの「睡蓮」等
　　等の作品に改めて感動しました。 　大原美術館 　大原美術館の玄関で記念撮影

　　美観地区のお堀を舟でゆっくり観光している人たちもいました。
　　午後６時半頃浜坂役場に帰着しました。本当に楽しい１日になりました。次回の町外研修はもっと
　　暖かい季節に企画しますのでたくさんの方々にご参加いただきますようよろしくお願いいたします。

　　　　　令和　６年　１月の　　　公民館事業計画

　　書道教室 　　　和紙折り紙教室

　　期　　日　　令和６年１月１３日（土）、２０日（土） 　期　　日　　令和６年１月１７日（水）
　　時　　間　　午前　９：００～ 　時　　間　　午後　１：３０～
　　場　　所　　三谷コミュニティーセンター 　場　　所　　三谷コミュニティーセンター

　　メディカル・ヨガ教室（第１教室） 　　メディカル・ヨガ教室（第２教室）

　　期　　日　　令和６年１月１０日（水） 　期　　日　　　令和６年１月１１日（木）
　　時　　間　　午後　７：３０～ 　時　　間　　　午後　７：３０～
　　場　　所　　新市ふれあいセンター 　場　　所　　　浜坂南小学校

　　カラオケ教室 　　オカリナグループ（Loveグース）

　新年会も兼ねて行います
　　期　　日　　令和６年１月１８日（木） 　随時
　　時　　間　　午後　16：00頃～
　　場　　所　　二日市ふれあいセンター

　　　　　　大庭地区の皆様が健康で穏やかな新しい年を迎えられますよう

お祈りいたします　　　　　　　　　公民館長　　小谷　　明
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１２ 

１2 月 15 日（金） 本年最後のほっとサロンクリスマス会を開催しました。２６名の参加で実施！ 

浦島太郎、花さかじじい、クリスマスソング他全 7 曲を頭と手を使って合唱、楽しいですね。 

休憩時はクリスマスケーキとコ－ヒ－、お茶で皆さん楽しく談笑、15 分後は本日のメインエベントであ

るビンゴゲームに皆さん挑戦です。山本さん・山下さんの司会でスタート何が当たるわからない紙袋

に皆さん興奮気味、最後は陶器のプレゼントも。約45分後には全員にいきわたり無事終了しました。 

私も最後から三番目に賞品ゲット、楽しかったです。来年もこの場所で会いたいと約束しました。 

今年も残りわずか、寒さも厳しくなります。暖かくして年末を、そして輝かしい新年をお迎えくださ

い。参加の皆さんの健康を祈念し、今年度の参加ありがとうございました。 
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１1 月 27 日（月）午後 1 時 30 分より集会室において、8 名の参加で開催しました。 

約 1 年半ぶりにカラオケ教室が 5 月より復活しました。空いた期間が長かったためか、皆

さん声もあまり出ませんでしたが、慣れるにつれ最近の皆さんの声も出るようになりまし

た。腹の底から声を出す、これが皆さんの合言葉です。続けていけたらと思っております。 

 今年のカラオケ発表会は中止に、来年は期待して待っていて下さい。 

 

１２月 7 日（木）今年最後のつまみ細工

教室を午後 1 時 30 分より集会室にお

いて参加者 11 名で開催しました。今回

は来年の干支、辰に挑戦しました。初参

加の方も 1 名加わり皆さん真剣に取り

組まれています。4 時過ぎには全員完成

しました。参加の講座生の皆さん、一年

間本当にお世話になり、ありがとうござ

いました。来年は新規参加者を募集いた

します。つまみ細工に挑戦してみません

か？お待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 9 日（土）午後 1 時 30 分より集会室において、青推協・公民館共同イベント教室

を開催しました。37 名の参加で「親子で作ろうクリスマスキャンドル」約 2 時間かけて

挑戦しました。先生の言われたことをよく守り、3 時半には全員完成しました、西小校区

23 名、北小校区 7 名、南小校区 3 名、東小校区 4 名の３７名の皆さんお疲れ様でした。

 

 
 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加希望者は前田まで。080-4692-4441 

 

 

 

 

 

                                  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

  

 

   

  

 

 

 

  

  

１1 月 26 日（日）諸寄海岸美化活動（毎月最終日曜日）には自主参加事業でありながら、このボ

ランティア作業に毎回のご協力ありがとうございます。今月も前回同様諸寄海岸で行いました。ゴミ

拾い、海草、除草作業と一時間にわたる作業で、今回もいつもの通りキレイな海岸に生まれ変わりま

した。個人の力は小さいです、4０数名近い人が集まると、本当に大きな力になります。ありがとうござ

いました。12 月からの冬場は 4 月までお休みとさせて頂きます。次回は 5 月から予定しています。

又、春からのご協力をお願い致します。（5 月～11 月の最終日曜日予定） 

令和 5 年度のご協力に感謝申し上げます。ありがとうございました！！ 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 23 日（土）午後 3 時より、習字教

室小学生 6 名の参加で「クリスマス会」

を開催しました。輪投げゲームで点数を

競うゲームに全員が熱狂、一位が決まる

まで約 1 時間の熱戦に終止符！  

優勝は 6 年生の山木いぶきさんでした。 

参加の児童の皆さん素敵な景品をゲッ

ト！！今日は雪の影響か少し参加人数が

少なめ 6 名の習字教室のみなさん、お疲

れ様でした。先生にはゲーム機や皆さん

の景品手配、本当にありがとうございま

す。令和 6 年もご指導お願い致します。 

    
 

 

輪投げゲームに皆さん真剣に挑戦！！ 

 

 

12 月 16 日（土）午後 1 時 30 分より、諸

寄区理事、公民館講座生のみなさんを中心に

43 名の方にご参加いただき、集落センター

恒例の年末大掃除を行いました。一階は集会

室、研修室、サロン、トイレを、二階は和室、

調理室、資料室、トイレ等主に女性の方中心

に、理事の方や管理人さんは外回りや、室内

のガラス拭き、お陰様でセンターも無事正月

を迎えられます。児童も 4 名参加してくれ

ました。43 名の皆さん、毎回のご参加本当

にありがとうございました。 

 

 

 

                                  

  



 
 

                                     

ひとつなみ 

 

カラオケ教室 

西小子ども教室 

 

 

 

   

              

       

 

22（第 4 月曜）  13:30～集会室 

27（第 4 土曜）  8：30～集会室 

 

 

 

 

その他・自主活動の教室 

グラウンドゴルフ     

習字教室        

雪浜吟詠会      

山吹会          

 

 

 

 

「12/23 グラウンドも家も雪化粧」 

 

（毎週火・木・土・日） 12/25～1/10 まで休み   

毎週（土） 15:00～研修室 1/6 は休み 

16・23・30（火） 13:30～研修室  

6・20（土）13:30～集会室・和室 
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諸寄と釜屋の人口と世帯数 

        前月比    １月１日比 

男   515 名 （3 名）   （△7 名）  

女   564 名 （0 名）   （△7 名） 

合計 1，079 名（3 名）   （△14 名） 

 

世帯数４91 世帯（１世帯）  （6 世帯） 

     【令和 5 年 12 月 1 日現在】    

1 月の公民館講座のご案内

 

 

 

 
       ※ 「八坂神社」より初詣のご案内 

 今年も残すところ、あと数日間となりました。来たる令和 6 年が氏子崇敬者皆様にとりまし

て、佳き年でありますようお祈り申し上げます。さて、初詣につきましては、午前 1 時 30 分ま

で宮司・総代役員揃いまして参拝をお待ちいたしております。八坂神社では篝火をたき上げ、 

社務所では、破魔矢、お守り、お札のほか、名物となりました甘酒を準備致しておりますので、

ご家族お揃いで、ご参拝いただきますようご案内申し上げます。 

 

 

 

 

 

 クリスマスが近づくと、年末の足音が少しずつ大きくなり始めます。この令和 5 年を

振り返ると今年もあっという間だったなと実感します。今年はコロナも随分落ち着いた

と感じますが、秋以降はインフルエンザが、各学校で早い時期から学年閉鎖が相次ぎま

した。公民館においては、少し遅かったですが、9 月に作品展開催を決定しました。 

4 年振りということもあり、学校回りや役場、浜坂地域と温泉地域の方への案内呼び

かけ、区民の方への作品依頼と、慌ただしい 10 月、11 月を過ごしました。 

 11 月 11 日、12 日文化祭を境に一気に気温が下がりました。2 日間共に雨、風も強く

一気に冬を感じたこの時期でした。作品展においては区民の皆様のお陰をもちまして無

事終了することができました。（陳列作品約７３０点来場者５５０名） PTA の若い力、 

バザー出店や重さ当てクイズの協力者、メダカ、お花の協力者、講座生の皆さん、公民

館運営委員他たくさんの方に大変お世話になり、成功裡に終了しました。 

 来年も、体験教室、久しく実現出来なかった町外研修等、皆さんとご一緒したいと考

えています。本当に皆様に感謝の一年であったと思います。ありがとうございました。 

 ご家族お揃いで輝かしい新年をお迎えください。 

 

 

12 月 23 日(日)8 時 30 分より集会室で行い 

ました。今日は今シ-ズン初の除雪車出動に 

なり、児童の参加が毎月より半分の 3 名の 

参加になりました。先生も 3 名の参加でマ 

ンツーマン体制で最後まで頑張りました。 
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居組地区公民館 

仲冬 
今年もあとわずかです 

今年も残すところあとわずかとなりました。正月
を迎えるにあたり、準備や掃除にあわただしい日々
を送っていることと思います。 
この冬は、暖冬といわれており、１２月になって

もカメムシが飛び交っていましたが、急に寒さが厳
しくなり、降雪もありました。
これからもまだまだ冬は続きま
すが、暖冬であってほしいと願
うばかりです。 
さて、１２月３１日は大晦日

(おおみそか)です。晦日とは、
毎月の末日のことをいいます
が、１年の終わりの日のことを大晦日と呼びます。
大晦日は、新しい年に移る年越しの大切な日です。
大晦日の夜に、家族そろって食べるのが年越しそば
です。この年越しそばは江戸時代に広まったようで

す。そばは細く長いので、長寿
を祈って食べるようになったと
いわれています。また、そばは
他の麺類と比較して途中で切れ
やすいので苦労と縁が切れる、
運気が上がるなど、縁起が良い
といういわれがあります。食べ
る時間には特に決まりがないの
で、夕方や年越し直前に食べて

もよいですが、年が変わる前までに食べ終わるよう
にしましょう。地域によっては、年を越してから食
べるのは縁起が悪いとされています。 
大晦日といえば年越しです。子どもの頃は大晦日

が大好きでした。というのは、大晦日の日だけ夜更
かしを許されていたからです。家族で紅白歌合戦の
テレビを見たり、年
越しそばを食べた
り、除夜の鐘を聞い
たりしたものです。
寝ずに新年を迎え、
年神様を迎える風習
もあります。 
神社では罪や穢れを祓い、お寺では煩悩を取り除

くといわれている除夜の鐘など、年越しの行事が行
われます。大晦日は１年の最後の日ということで、
いろいろなことがあったなあと振り返りながら、新
しい年を迎える節目となる１日です。新しい年がや
ってくるという希望が胸に灯る、締めくくりの１日
にしましょう。 
まだまだ、寒い日が続きますが、風邪をひかない

よう睡眠・休養を十分とり、食事等で免疫力を補い
冬を乗り切りましょう。 

海業意見交換会 
浜坂漁協や兵庫県、新温泉町などを中心に、居組

地域の活性化、漁港の活用等何回か意見交換を重ね
てきましたが、居組区として区民との意見交換をし
たいということで、１１月２２日(水)と２５日(土)
の２日間、協議員や評議委
員、体育委員、女性委員など
主な役員との話し合いを行い
ました。 
意見としては、現状の海の

家、公衆トイレの改修及び関
連設備の充実等が多くあったようです。また、魚介
類の養殖等の話もあったようですが、業者の問題や
管理の問題で難しいようです。将来的に、区民が大
きなリスクを負うようなことはできないが、活性化
につながることは、できることから進めていただき
たいと思います。 

浜坂西小発表会 
１１月１８日(土)に浜坂西小学校の学習発表会が

ありました。とても寒い日となりましたが、子ども
たちは練習の成果を十分発揮し
て、大きな声で頑張って発表をし
ていました。劇があり、音楽があ
り、群読があったりしました。子
どもたちはいろいろ経験をしなが
ら成長をしていきます。発表会も

その一つで、多くの人の前で話
したり、歌ったりしながら自信
が持てるようになり、成長して
いきます。地域の中でも、声掛
けやあいさつをしながらふれあ
うことも大切です。みんなで成
長を見守り育てていきましょう。 

駅道の災害復旧工事着工 
今年の７月から通行止めとなっている駅道の土砂

災害の復旧工事について、
この度設計ができ予算化さ
れ、工事に着手することに
なりました。 
新年からの着工で、立道

建設㈱が施工し３月２５日
までの
工期のようです。鉄筋を挿入
し、法枠をして植生をするよう
です。もう少し不便ですが、安
心して通れるようになることを
期待します。 

http://#


海上保安庁図画コンクール 
香住海上保安署は、小中学生の海洋環境保全に対

する意識を育むことを目的に、海上保安庁図画コン
クールが行われました。管内の小
中学校から多くの応募作品があ
り、小学校高学年の部で浜坂西小
５年石塚唯翔さんが香住海上保安
署長賞に輝きました。海のいきい
きと楽しい様子がよく表現されて
いて、一緒に泳ぎたくなるような
作品でした。 

美方郡防火ポスター展 
１２月５日(金)～２２日(金)に浜坂先人記念館で

「美方郡防火ポスター展」が開催されました。各学
校から応募した作品の中で、第２次審査を通過した

６３点が展示されました。その
中には、浜坂西小４年の石谷宗
大さんの作品も展示されていま
したが、今年は残念ながら入賞
とはなりませんでした。また来
年頑張って描いてください。 

歴史の散歩道２０ 工業２ 朝日スポーツ  
高校球児やプロ選手の球場で使われるボールを尋

ねて、昭和２９年大阪美津濃の工場を退職した杉本
氏。機械畑出身であり、野球ボールの製造ミシンを
手掛け特許を申請した。家族内で始めたが、近隣に
同業者がなく、全国唯一の下請け工場で生産過程の
９０㌫を仕上げたという。昭和５０年頃には１４～
５人の従業員。 

ボールの規格は「硬式野球規則」で決められてお
り、慣習的には牛皮を使用し糸を通す。縫い目の数
１０８は共通だ。 
１次 コルクにゴムを巻く。 
２次 太毛糸～綿糸を巻き重量検査。 （上巻） 
３次 太綿糸～細い綿糸。      （下巻） 
最終 糊で止め、重量計測。     （出荷） 

杉本氏は２次工程のボールを木枠にはめ込み、歪
みを修正した。 

ボールは、プロ野球阪神・広島・中
日球団が使用した。 
昭和３５年(１９６０)の新聞に「最

近、東映球団のハワイ遠征で、約４０
ダース使用」と掲載されている。 
浜坂・香住高校へ出向き、直しボー

ル（練習用）としても使われた。 

各町内会で新年初会 
新年の１月３日(水)午前１０時から各町内ごとに

初会が開催されます。各戸で会
場を確認し、皆さん参加しまし
ょう。なお、資料等を忘れない
でご持参ください。町内ごとの
会場は次のとおりです。 
 
◎向町・中島町・川町・浜町‥‥地区公民館 
◎往還町・寺町‥‥‥‥‥‥‥‥婦人の家 
◎本町‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥西岡康則さん宅 
◎仲町‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥田中栄治さん宅 

童謡を歌う集い 
１月３１日(水)午後１時３０分から地区公民館で

「童謡を歌う集い」を開催いたします。講師の居組
在住隂山加奈さんのピアノにあわ
せて、みんなが知っている懐かし
い童謡を大きな声で歌います。冬

場で閉じこもりが
ちになる時季です
ので、皆さんで声
を出し、楽しい一時にしましょう。
できれば、事前に館長までお申し込
みください。多くの参加者を待って

います。 
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居組の人口と世帯数 
         前月比  １月１日比 

 男  ２２０名（△２名）（△６名） 

 女  ２５２名（△３名）（△１０名） 

合 計 ４７７名（△５名）（△１６名） 

世帯数 ２２７世帯（△３世帯）（△５世帯） 

          ※ △は減 

【令和５年１２月１日現在】 

１月の主な行事予定 

◎３日(水)10:00～ 各町内指定場所 
  町内初会 
◎１０日(水)14:55～15:10 木谷宅前 
  移動図書館車来所 
◎１３日(土)8:30～ 公民館 
  浜坂西子ども教室 
◎１８日(木)13:30～ 公民館 
  ポーセラーツ教室 
◎３１日(水)13:30～ 公民館 
  童謡を歌う集い 
◎毎週金曜日 公民館 
  いきいき百歳体操 

（段秀和さん記） 糸を巻く 
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